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社会資本総合整備計画書

平成27年3月20日



1 岡崎駅東地区都市再生整備計画
平成27年度 ～ 平成31年度 （5年間） 愛知県岡崎市

・自由通路の歩行者数を、12,294人/12h(H26）から13,400人/12h（H31）に増加
・地域活動団体数を、1団体（H26）から6団体（H31）に増加
・地区内居住人口を、1,676人（H26）から1,830人(H32）に増加

（H31末）
駅東西と交流拠点を結ぶ自由通路の歩行者数を平日12時間計測する

13,400人/12h

公園の維持管理などの地域活動を支える地域団体数を調査する

６団体

地区に係る町単位人口（羽根町、柱町）を調査する

1,830人

Ａ1 基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H27 H28 H29 H30 H31

1-A-1
都市再生
整備計画

一般 岡崎市 直接 岡崎駅東地区都市再生整備計画（都市再構築戦略事業） 467.5

1-A-2

1-A-3

1-A-4

合計 467.5

Ｂ 関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

合計

番号 備考

Ｃ 効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度）
種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

1-C- 1 計画・調査 一般 岡崎市 直接 都市機能分析調査 拠点施設の配置検討分析調査 11

1-C- 2

1-C- 3

1-C- 4

1-C- 5

1-C- 6
合計 11

番号 備考

1-C- 1

平成 年 月 日

番号

岡崎市

事業者

番号

事業者

Ａ

（事業箇所）

0 百万円

交付対象事業

2.3 ％
効果促進事業費の割合

全体事業費
（百万円）市町村名

要素となる事業名

計画の目標
計画の期間

Ｂ478.5 百万円 467.5百万円(うち提案事業分0百万円）

（H27当初）

12,294人/12h

１団体

1,676人

中間目標値

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

当初現況値

社会資本総合整備計画（市街地整備）

定量的指標の現況値及び目標値

計画の名称
交付対象

都心機能の充実と、持続可能な都市の形成を図る
目標１ ： 駅を中心とした都市機能の集積を推進し、都心機能の強化を図る
目標２ ： 持続可能なにぎわいを支える交流機能・歩行者支援機能の強化を図る
目標３ ： 長く愛着を持って住める居住環境づくりを推進し、快適で利便性の高い都心居住地の創出を図る

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式
備考

Ｃ 11 百万円
（Ａ(提案分)＋Ｃ）／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

平成27年3月20日

最終目標値

備考

岡崎市

岡崎市

事業実施期間（年度）
要素となる事業名

岡崎市

要素となる事業名 事業内容

公園、地域生活基盤施設 A=40.2ha

一体的に実施することにより期待される効果

全体事業費
（百万円）

全体事業費
（百万円）

事業内容
市町村名

市町村名
港湾・地区名

（延長・面積等）
事業者

一体的に実施することにより期待される効果

都市再生整備計画(1-A-1)と一体的に実施することで、拠点施設の適正な配置の検討により、都市機能の集積を推進し、都心機能の強化を図る。



都市再生整備計画

計画の名称 1 岡崎駅東地区都市再生整備計画

計画の期間 平成27年度 ～ 平成31年度 （5年間） 岡崎市（愛知県）交付対象
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岡崎駅東地区都市再生整備計画
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都市機能分析調査
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